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【手続補正書】
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【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　マルチチャネル音声信号を符号化するように構成される音声符号化器であって、
－第１及び第２音声信号の合成された表現である主要信号部分及び残余信号部分を発生さ
せる符号化器合成モジュールであって、前記主要及び残余信号部分が、前記第１及び第２
音声信号に数学的手順を適用することによって得られ、前記数学的手順が、前記第１及び
第２音声信号の空間特性の記述を含む第１空間パラメータを含む、符号化器合成モジュー
ルと、
－パラメータ発生器であって、
　－第２空間パラメータを含む第１パラメータ群、及び
　－第３空間パラメータを含む第２パラメータ群、
を発生させるパラメータ発生器と、
－出力発生器であって、
　－前記主要信号部分及び前記第１パラメータ群を含む第１出力部分、及び
　－前記残余信号部分及び前記第２パラメータ群を含む第２出力部分、
を含む符号化出力信号を発生させる出力発生器と、
を備える音声符号化器。
【請求項２】
　前記第３空間パラメータが、前記第２空間パラメータと前記第１空間パラメータとの間
の差を含む、請求項１に記載の音声符号化器。
【請求項３】
　前記第２空間パラメータが、コーヒレントに基づくパラメータを含む、請求項１に記載
の音声符号化器。
【請求項４】
　前記第３空間パラメータが、コーヒレントに基づくパラメータと相関に基づくパラメー
タとの間の差を含む、請求項１に記載の音声符号化器。
【請求項５】
　前記残余信号部分が、前記第１及び第２音声信号の間の差を含む、請求項１に記載の音
声符号化器。
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【請求項６】
　前記符号化器合成モジュールが、前記主要および残余信号部分を、これらの信号部分が
、前記第１および第２音声信号よりも相関していないように発生させる、請求項１に記載
の音声符号化器。
【請求項７】
　第３、第４、第５、及び第６音声信号を受信し、これらの信号を前記第１及び第２音声
信号とともにダウンミックスし、これらの信号に応答して前記第１及び第２出力部分を発
生させるように更に構成される、請求項１に記載の音声符号化器。
【請求項８】
　符号化信号に基づきマルチチャネル音声信号を発生させる音声復号器であって、
－主要信号部分、残余信号部分、並びにパラメータの第１及び第２群に基づき、第１及び
第２音声信号を発生させる復号器合成ユニットであって、前記パラメータの第１及び第２
群が、前記第１及び第２音声信号の空間特性の記述を含み、前記残余信号部分及び第２空
間パラメータが、前記第１および第２音声信号を発生させるのに用いられる混合マトリク
スを決定するのに関与される、復号器合成ユニット、
を備える音声復号器。
【請求項９】
　前記復号器が、前記主要信号部分を受信し、これに応答して非相関化された主要信号部
分を発生させる非相関化器を含む、請求項８に記載の音声復号器。
【請求項１０】
　前記残余信号部分及び前記非相関化された主要信号部分の加算が、前記混合マトリクス
を決定するのに関与される、請求項９に記載の音声復号器。
【請求項１１】
　前記復号器が、前記非相関化された主要信号部分を前記残余信号部分に加える前に、前
記非相関化された主要信号部分を減衰する減衰器を含む、請求項１０に記載の音声復号器
。
【請求項１２】
　パラメータの第１及び第２群の複数の群並びに複数の残余信号部分を受信し、これによ
り、これらの信号に応答して複数の群の第１及び第２音声信号を発生させるように構成さ
れる、請求項８に記載の音声復号器。
【請求項１３】
　復号器が、パラメータの第１及び第２群の３つの群と３残余信号部分を受信し、これに
より、これらの信号に応答して３つの群の第１及び第２音声信号を生成するように構成さ
れる、請求項１２に記載の音声復号器。
【請求項１４】
　マルチチャネル音声信号を符号化する方法であって、
１）第１及び第２音声信号の合成された表現である主要信号部分及び残余信号部分を発生
させるステップであって、前記主要及び残余信号部分が、前記第１及び第２音声信号に数
学的手順を適用することによって得られ、前記数学的手順が、前記第１及び第２音声信号
の空間特性の記述を含む第１空間パラメータを含む、ステップと、
２）第２空間パラメータを含む第１パラメータ群を発生させるステップと、
３）第３空間パラメータを含む第２パラメータ群を発生させるステップと、
４）前記主要信号部分及び前記第１パラメータ群を含む第１出力部分、並びに前記残余信
号部分及び前記第２パラメータ群を含む第２出力部分、を含む符号化出力信号を発生させ
るステップと、
を含む方法。
【請求項１５】
　符号化信号に基づきマルチチャネル音声信号を発生させる方法であって、
１）主要信号部分、残余信号部分、並びに第１及び第２音声信号の空間特性の記述を含む
パラメータの第１及び第２群、を含む前記符号化信号を受信するステップと、
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２）前記残余信号部分及び前記第２空間パラメータ群に基づき、混合マトリクスを決定す
るステップと、
３）前記決定された混合マトリクスに基づき、前記第１および第２音声信号を発生させる
ステップと、
を含む方法。
【請求項１６】
　前記主要信号部分を非相関化させ、これに応答して非相関化された主要信号部分を発生
させるステップを含む、請求項１５に記載の方法。
【請求項１７】
　前記残余信号部分及び前記非相関化主要信号部分を加えるステップを更に含む、請求項
１６に記載の方法。
【請求項１８】
　前記混合マトリクスを決定するステップが、前記加えられた残余信号部分及び前記非相
関化主要信号部分に基づく、請求項１７に記載の方法。
【請求項１９】
　パラメータの第１及び第２群の複数の群並びに複数の残余信号部分を受信し、これによ
り、これらの信号に応答して複数の群の第１及び第２音声信号を発生させるステップを含
む、請求項１５に記載の方法。
【請求項２０】
　パラメータの第１及び第２群の３つの群と３つの残余信号部分を受信し、これにより、
これらの信号に応答して３つの群の第１及び第２音声信号を生成するステップを含む、請
求項１９に記載の方法。
【請求項２１】
－主要信号部分、並びに第１及び第２音声信号の空間特性の記述を含む第１パラメータ群
、を含む第１信号部分と、
－残余信号部分、並びに第１及び第２音声信号の空間特性の記述を含む第２パラメータ群
、を含む第２信号部分と、
を含む符号化マルチチャネル音声信号が記憶された記憶媒体。
【請求項２２】
　請求項１４に記載の方法を実行するように構成される計算機実行可能プログラムコード
。
【請求項２３】
　請求項２２に記載の計算機実行可能プログラムコードを含む計算機読み取り可能記憶媒
体。
【請求項２４】
　請求項１５に記載の方法を実行するように構成される計算機実行可能プログラムコード
。
【請求項２５】
　請求項２４に記載の計算機実行可能プログラムコードを含む計算機読み取り可能記憶媒
体。
【請求項２６】
　請求項１に記載の符号化器を備える装置。
【請求項２７】
　請求項８に記載の復号器を備える装置。
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